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1. この発表におけるDXの定義

2. 草の根の社内DX推進事例紹介

3. AIが予測するプロジェクトマネジメントの未来
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1. この発表におけるDXの定義
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経済産業省によるDXの定義
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DX_Literacy_standard_ver1.pdf (meti.go.jp)

若干の違和
感が。。。

https://www.meti.go.jp/policy/it_policy/jinzai/skill_standard/DX_Literacy_standard_ver1.pdf
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デジタル社会とデジタル産業の姿
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DXレポート2.1（DXレポート2追補版）（概要）

将来像に特
に違和感は
ない。

https://www.meti.go.jp/press/2021/08/20210831005/20210831005-1.pdf
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第4次産業革命とDX
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政策会議 未来投資会議（第８回）配布資料、「第4次産業革命の推進に向けた経済産業省の取組」

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/keizaisaisei/miraitoshikaigi/dai8/siryou8.pdf
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産業革命のインパクト
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第１次産業革命の頃の工場

・ 自然光頼みなので暗く、昼間しか働けない。
・ ベルト伝達が主流で動力を遠くまで伝えられない
ため、工場レイアウトの制約が大きい。

・ ベルトに挟まれる危険ととなり合わせ。
・ 燃料が石炭なので、一度火が落ちると再起動が
大変なため、常に石炭を供給する必要。

・ メンテナンスが大掛かり。

第２次産業革命の頃の工場

・ 電灯のおかげで明るい。おかげで、夜も工場が操
業できるように。

・ 配電により工場レイアウトを加工プロセスの順番で
配置できるようになり、流れ作業ができるように。

・ ベルトによる動力伝達が減り、事故が減って安全
に。

・ 必要な時に電源オンして稼働できるようになり、作
業員の負担が減った。また石炭が不要となり、作
業環境がクリーンに。
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産業革命のインパクト
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File:Bild Maschinenhalle Escher Wyss 1875.jpg - Wikimedia Commons File:LongBeachFord.jpg - Wikimedia Commons

第１次産業革命の頃の工場 第２次産業革命の頃の工場

https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Bild_Maschinenhalle_Escher_Wyss_1875.jpg
https://commons.wikimedia.org/wiki/File:LongBeachFord.jpg
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産業革命のインパクト
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逓信省が監督責任を負うことになり、1911年に旧電気事業法が制定

東京消防庁＜消防マメ知識＞＜消防雑学事典＞ (tokyo.lg.jp)

◼ テクノロジーを受容するために、法制度や教育システム、雇用慣習なども変化した。

https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/libr/qa/qa_37.htm
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想定される第4次産業革命のインパクト
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◼Society5.0社会に移行した社会では、国家レベルでは産業構造や法制度などが様変わ
りし、企業においてもデータやデジタル活用がビジネスモデルの中核に組み込まれるかたち
で多くの業種でビジネスモデルの変革が起こり、それにともない業務そのものや、組織、プ
ロセス、企業文化や風土も全く様変わりしている。
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経済産業省が定義したDXとは
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◼第４次産業革命による変化をチャンスに捉え、その間の転換のプロセスを受動的に受け
入れるのではなく、積極的に能動的に変化を取り込み国や企業の成長につなげようとうと
いう、産業政策振興の合言葉。
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この発表におけるDXの定義
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◼第４次産業革命を構成するGXやSXなど様々な転換要素のうちの一つ。これまで（第３
次産業革命）は、計算機や情報技術をイノベーションのドライバーとして情報社会を構
築してきたが、これからはSociety5.0にむけてデータやAIがドライバーとなって社会変革を
リードする。

大橋

本日共有させていただく
のは、どのようにしたら日
常業務をDXに適応して
いけるかについて考えた
研究事例です。
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2. 草の根の社内DX推進事例紹介
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組織における立ち位置
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取締役経営責任者

A事業部門責任者 B事業部門責任者 研究開発部門責任者

担当者

担当者

担当者

担当者

担当者

担当者

担当者

大橋

担当者

DX推進部門責任者

担当者

担当者

担当者

AIに関する組織横断イニシアティブ
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事例
始まり（2023年11月）
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取り組みの背景
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◼社内向けにWebセミナーを実施すると、以下の3つのデータが生成される。

データ 主に使用する
ツール

含まれる情報 リスト内の
重複氏名 メールアドレス 所属 アンケート回答

1 応募者リスト 社内システム
(イベントの申し込み
受付用)

✔ ✔ ✔ あり

2 参加者リスト Teams ✔ あり

3 アンケート結果
リスト

Forms ✔ ✔ なし

◼疑問

• 社内向けセミナーをやっている部署は色々あるが、これをどうやって 処理＆活用しているのか?

• 得られたデータ（情報）は効果的に使えているのか?
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データ活用の手間
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応募者
リスト

参加者
リスト

アンケー
ト結果
リスト

応募者の集計

参加者の所属特定

参加者の集計

アンケートの未回答者特定

キャンセルや二重登録者の処理

複数回入出者などの処理

アンケート回答者の所属特定

データ 発生する作業

アンケートの集計
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気付き
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◼社内Webセミナー開催者は、応募者リストや参加者リスト、アンケート結果リストのデータ
活用に困っているかもしれない。

もし困っている人がいるのであれば、支援してあげたい！
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事例
実情調査（2023年12月）
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ニーズの仮説
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◼仮説1

データ処理作業を自動化するツールを提供して欲しい。

◼仮説２

自力でデータ処理作業をおこなえるようになりたいので、データサイエンス講座など必要なト
レーニングを提供して欲しい。
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ニーズの確認
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◼対象：社内向けWebセミナーを開催する組織のうち頻度が高い上位３箇所

• 部門A

・ 部門B

• 部門C

◼方法：過去に自分が実施した社内Webセミナー事例の共有および意見交換
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ニーズの確認
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◼共有した事例の詳細

• 全体スケジュール

• セミナー企画書のドラフト

• 合意版のセミナー企画書

• セミナー当日のプログラム

• アンケート集計結果

• データ
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ヒアリング結果
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◼部門A

• 突然セミナー開催の話が舞い込んでくるので、開催するセミナーの準備や登壇いただく外部の経営者などとの
調整に忙しく、データの活用はほとんどできていない。AIがやってくれるならありがたい。

◼部門B

• Web会議はTeamsではない別のサービスを利用しており、アンケートも有料の別サービスを利用している。
データの集計などはExcelでやっている。当初は色々と苦労もあったが、回数を重ねる毎に最適化され、今は
データ処理に関して特に課題はない。

◼部門C

• 応募者や参加者のデータの分析はほとんどできていない。アンケートはFormsで行っているが、無記名で満足
かどうかと学びや気付きがあったかを記載してもらい、フィードバックとして登壇者に送っている。データ集計の自
動化アプリがあれば、使いたい。
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ヒアリング結果
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2票

0票

その他（ニーズ無し） 1票

調査結果
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事例
デモアプリ開発とデモの実施（2024年1月）

25



| Document Number YHQ_INV_FY24_102_20240829_160285_JP | Sept 09, 2024 |  

© Yokogawa Electric Corporation

取り組みの概要
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◼解決すべき課題

• 生成される3つのデータが活用できていない
• 応募者リスト

• 参加者リスト

• アンケート結果リスト

◼背景

• 業務の優先順位の兼ね合いなどで、データ処理に時間がなかなか取れない

◼課題に対するソリューション

• データ集計用のWebアプリを開発し、担当者の負担を低減する
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取り組みの概要

27

◼スコープ

応募者リストの
取得

参加者リストの
取得

アンケート結果
リストの取得

アンケートの分
析

ソリューションの
スコープ

ソリューションの
スコープ外

このあたりのデータの加工
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取り組みの概要

28

アプリ２

アプリ１
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ユーザーの反応

29

◼部門A

• ここまでアプリにやってもらえるのであれば、データ活用してみようかという気になる。実はデータの集計作業だけ
でなく、どのような質問項目にすればよいか、アンケートの設計なども頭がいたいところだが、影響の小さいとこ
ろから試していきたい。

◼部門B

• 面白い取り組みだと思います。共有いただきありがとうございました。

◼部門C

• ありがたいことにいつも多くの参加者が来てくれるが、そのデータ活用は課題だった。従来の手間を省ける有用
なアプリと思います。
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事例
学び（データ活用の見えない敵）

30
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具体的な事例共有が育む共感と安心

31

AIがデータの活用を
支援してくれるので
あれば取り組めそう。

何をしろと?(汗)

事例共有前

事例共有後

データ活用

セミナー開催まで
の作業はだいたい
一緒。泥臭いこと
多いんですよね。
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プロトタイプが炙り出す本音

32

データの確認

データの整形

データの補完

データの集計

アンケートの設計

アンケートの作成

データ活
用どうで
すか？

忙しくて、
あまり活
用でき
てません。

アンケートの設計

アンケートの作成

データ活
用どうで
すか？

実はア
ンケート
の設計
経験が

(汗

プロトタイプ提供前 プロトタイプ提供後
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ソリューション提供とDXの違い

33

◼データ活用業務は、既存の業務フローになかった作業で、始めたり続けたりするインセン
ティブやモチベーションがない。（このままではまた戻の業務状態に戻ってしまう可能性
も。）

◼データ活用業務を根付かせるのであれば、上司などを巻き込んだ評価や業務フローの変
革が必要

DX活動におけるTopの関与の重要性を実感！

便利ツールや事例の共有も対処療法
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事例
日常業務をDXに適応させていくためには

34
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世界デジタル競争力ランキング

35

◼戦略的なDX推進だけで、国際的なデジタル競争力を獲得できるのだろうか？

世界デジタル競争力ランキング、スイス5位、日本は32位へ後退(世界、スイス) | ビジネス短信 ―ジェトロの海外ニュース - ジェトロ (jetro.go.jp)

https://www.jetro.go.jp/biznews/2023/12/57c3775c09f83ce1.html
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取り組みで観察されたDXへの適応の課題

36

◼身近なデジタルやデータ活用は放置されがち

• アナログでもそこそこスマートなため、デジタルやデータを活用していなくても受けとめが浅い

• 中堅以上にとっては、将来のゲインよりも目先のペイン
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DXへの適応条件
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◼求められるのは、放置されてきた課題に光を当て、向き合う能力

• 課題が俎上にのる

• 課題解決に道筋がつく

• 課題解決が遂行できる
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DXへの適応条件
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◼課題が俎上にのる

[個人]

• 日頃の問題意識

• 勇気

[組織]

• 風通しの良さ

• 気軽に課題を提案できる環境や仕組みの構築

• 職場内の信頼関係
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DXへの適応イメージ
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Aさん

上
司

社内セミナーを実施後
に、アンケートを実施す
る必要はないでしょう

か？
確かにそうだね。

ベテランのBさん、どう
やったら社内でアンケー
トが実施できるか調査
をお願いします。

Bさん

素晴らしい着
眼点ですね。
承知しました。
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DXへの適応条件

40

◼課題解決に道筋がつく

[個人]

• 情報収集能力

• 企画力

• ステークホルダーを巻き込む能力

[組織]

• 相談窓口の設置

• 成功事例などの共有
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DXへの適応イメージ

41

Bさん
相談
窓口

社内でアンケートを実施
したいのですが、経験があ
りません。どんなやり方が

ありますか。

紙ベースのアナログなやり方
とWebシステムを利用したデ
ジタルなやり方があります。そ
れぞれのメリット・デメリット

は、、、。
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DXへの適応イメージ

42

Bさん

上
司

アンケートは、
Webアンケートシステムを
活用し、収集したデータを
表計算ソフトで集計・分
析する運用とすることで、
コストをかけずに実施でき

ます。

なるほど、それであれば
我々の部署でもできそう
だね。Aさん、アンケート実
施に向けて準備をお願い

します。

Aさん
承知しまし
た。



| Document Number YHQ_INV_FY24_102_20240829_160285_JP | Sept 09, 2024 |  

© Yokogawa Electric Corporation

DXへの適応条件

43

◼課題解決が遂行できる

[個人]

• やる気、責任感

• 足りない知識やスキルを個人で、もしくは、外部から獲得できる

[組織]

• 支援窓口

• 交流会などのネットワーキング機会の提供

• 成功事例などの共有



| Document Number YHQ_INV_FY24_102_20240829_160285_JP | Sept 09, 2024 |  

© Yokogawa Electric Corporation

DXへの適応イメージ

44

Aさん

アンケートって
どうやってやれ
ば良いだろ
う？

Webを利用してアンケー
トを実施したい。手順につ

いて教えて。

イベントの目的に合わせて、
アンケートをデザインする
必要があります。それに

は、、、。
また、アンケート実施後に
はデータを集計して分析
する必要があります。それ

には、、、。

DX支援チャットボットシステム
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DXへの適応イメージ

45

Aさん

上
司

アンケートの実施には、アン
ケートを集計・分析するた
めに、表計算ソフトのスキ
ルアップ、統計基礎やアン
ケート設計の知識獲得が
必要となりそうです。

表計算ソフトのスキルアップや統
計の基礎知識の獲得は、外部
のWeb講座等を活用してみてく
ださい。費用は部署に請求してく

ださい。
アンケートの設計については、
○○部が詳しいので、私からサ
ポートをお願いしておきます。

Bさん

以前に、アンケート起点で顧
客の行動分析をおこなってい
る方の発表を社内の交流会
で聞いたことがあります。話を
聞けないか、コンタクトしてみ

ます。
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DX_Literacy_standard_ver1.pdf (meti.go.jp)

https://www.meti.go.jp/policy/it_policy/jinzai/skill_standard/DX_Literacy_standard_ver1.pdf
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政策会議 未来投資会議（第８回）配布資料、「第4次産業革命の推進に向けた経済産業省の取組」

工業社会の中でウォー
ターフォール型のプロジェ
クトマネジメントが登場し、
情報社会ではアジャイル
型のプロジェクトマネジメ
ントが生まれました。

Society5.0の超ス
マート社会では、プロ
ジェクトマネジメントは
どのように進化するの

でしょうか。

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/keizaisaisei/miraitoshikaigi/dai8/siryou8.pdf
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◼データドリブンな意思決定

• デジタル技術の進展により、プロジェクトマネジメントはますますデータドリブンなアプローチが求められます。リア
ルタイムでデータを収集・分析し、プロジェクトの進行状況やリスクを可視化することで、迅速かつ正確な意思
決定が可能となります。

◼クラウドベースのプロジェクト管理ツール

• クラウドサービスの普及により、プロジェクト管理ツールもクラウドベースのものが主流となります。これにより、どこ
からでもアクセス可能で、常に最新の情報を共有することができます。さらに、クラウドベースのツールはスケーラ
ビリティが高く、プロジェクトの規模に応じて柔軟に対応できます。

◼AIと自動化の活用

• AIと自動化技術の進展により、プロジェクトマネジメントの多くのプロセスが自動化されます。タスクの自動割り
当て、進捗の自動追跡、リスクの予測と対応など、AIがプロジェクトマネージャーをサポートし、より戦略的な
意思決定に集中できるようになります。
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◼オープンアーキテクチャと連携

• オープンアーキテクチャの導入により、異なるシステムやサービス間での連携が容易になります。これにより、プロ
ジェクトチームは多様なツールやプラットフォームを統合し、効率的にプロジェクトを進行することができます。

◼複雑化するステークホルダーの管理

• 他社のサービスを活用し、バリューチェーンに参画することで、プロジェクトのステークホルダーはますます複雑化
します。このため、プロジェクトマネージャーは高度なコミュニケーション能力と利害調整スキルが求められます。
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